
テナントの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Directorテナントのオンボーディング, 1 ページ

• Cisco UCS Directorテナントのオフボーディング, 24 ページ

Cisco UCS Directorテナントのオンボーディング
CiscoUCSDirectorのテナントは、基本的にはCiscoUCSDirector内のACIに設定されるコンピュー
ティング、ネットワーク、およびストレージのリソースを共有する顧客です。次の図に、Cisco
UCS Directorテナントのオンボーディングプロセスのエンドツーエンドプロセスを示します。

図 1：APIC テナントオンボーディングプロセスのフロー
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また、事前に設定したテナントオンボーディングワークフローを実行してテナントをオンボード

することもできます。テナントオンボーディングのワークフローを表示するには、[ポリシー
（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択して、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。[ワークフロー（Workflow）]タブから、以下のパスのいずれかを選択し
ます。

• [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [VNXストレージ
テナントの使用例（VNX Storage Tenant Usecases）]

• [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [NetAppストレー
ジテナントの使用例（NetApp Storage Tenant Usecases）]

ワークフローの実行方法については、『Cisco UCSDirector Orchestration Guide』を参照してくださ
い。

テナントオンボーディングに使用するリソースグループ内の物理インフラストラクチャリソー

スおよび仮想インフラストラクチャリソースに対して環境変数が定義されていることを確認して
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ください。次の図は、物理および仮想インフラストラクチャリソースの依存関係を説明していま

す。

図 2：リソースグループのエンティティ：依存関係

テナントオンボーディングのワークフロー

Cisco UCS Directorでは、安全なテナントオンボーディングのための次のオーケストレーション
ワークフローが事前に設定されています。

• NetAppのワークフロー：

◦ FlexPodACI -テナントインフラストラクチャ設定：このワークフローを使用して、APIC
テナントの作成、テナント専用 NetAppストレージの設定、NFSデータストア接続用の
ACIファブリックの設定、および ESXiクラスタへのテナント専用NFSデータストアの
提供を行います。シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャを備え

た FlexPodで FlexPod ACI -テナントインフラストラクチャ設定ワークフローを使用し
て Cisco UCS Directorを導入する方法については、『Deployment Guide for FlexPod with
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VMware vSphere 5.5 Update 1, Cisco UCS Director and Cisco Nexus 9000 Cisco Application
Centric Infrastructure (ACI)』を参照してください。

NetAppデバイスがONTAP8.3オペレーティングシステムを使用する場合は、
フェールオーバーグループの作成のタスクの前に次のタスクが追加されてい

ることを確認します。

（注）

• custom BroadcastDomain_CLI

• SSHコマンド

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。このワークフローを実行する場合は、
イーサネットインターフェイス、BGP ID、およびサブネット IPアドレスを設定し
ます。[ワークフローデザイナ（WorkflowDesigner）]ダイアログボックスで、SSH
コマンドタスクをダブルクリックし、[次へ（Next）]をクリックして [タスク入力
（Task Inputs）]画面に移動します。管理者は、次のタスク入力の値を編集して設
定用のサブインターフェイスを定義する必要があります。

• interface ethernet 1/49.${GenerateVLANfrompool_820.OUTPUT_VLAN_ID}

• interface ethernet 1/50.${GenerateVLANfrompool_820.OUTPUT_VLAN_ID}

• router bgp 10

• neighbor ${GetIPAddressFromIPSubnet_7135.IPAddress} remote-as 100

• neighbor ${GetIPAddressFromIPSubnet_7136.IPAddress} remote-as 100

◦ FlexPod ACI -ゲスト接続された iSCSIのテナントインフラストラクチャサポートの有
効化：このワークフローを使用して、NetAppストレージで iSCSIサポートを設定し、
ACIファブリックを通じてストレージ仮想マシンから ESXiクラスタへの iSCSI-Aおよ
び iSCSI-Bパスを設定します。

NetAppデバイスがONTAP8.3オペレーティングシステムを使用する場合は、
フェールオーバーグループの作成のタスクの前に次のタスクが追加されてい

ることを確認します。

（注）

• custom BroadcastDomain_CLI

• SSHコマンド
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◦ FlexPod ACI - VMアプリケーションの一貫性のあるスナップショットへの接続の有効
化：このワークフローを使用して、NetApp SnapDriveソフトウェアで定義された接続要
件に合わせ、テナント専用 VMNET EPGとテナントストレージ仮想マシン管理 EPG間
で ACIコントラクトを設定します。

• VNXのワークフロー：

◦ MSPテナントのオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、マネージド
サービスプロバイダー（MSP）組織用のテナントを VNXストレージデバイスにオン
ボーディングします。

サービスプロバイダー機能をCisco UCSDirectorで有効にしていない場合は、
[MSPテナントのオンボーディング -VNX（TenantOnboardingwithMSP -VNX）]
ワークフローは検証失敗状態になります。サービスプロバイダーを有効にす

るには、[管理（Administration）] > [システム（System）] >[サービスプロバイ
ダー機能（Service Provider Feature）]を選択し、[サービスプロバイダー機能
の有効化（システムの再起動が必要）（Enable Service Provider Feature (Requires
System Restart)）]チェックボックスをオンにします。サービスを再起動し、
MSPを備えたテナントのオンボーディングワークフローを検証します。

（注）

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。

◦ RPサポートを備えたDRクラスタ：このワークフローを使用して、RPサポートを
備えたデータクラスタのレプリカをテナントに作成します。クラスタ情報に加え

て、RP関連情報である RPアカウント ID、RPクラスタ ID、およびテナント CG
IDを指定します。

テナントを更新する場合は、プライマリおよびセカンダリの CGコピーの IDを指
定します。ディザスタリカバリ（DR）サポートを備えたテナントのフェールオー
バーシナリオに対応するため、プライマリサイトとセカンダリサイトに同じLUN
IDとホスト LUN（HLU）IDが必要です。選択した VNXアカウントと VMwareホ
ストの可用性に基づいて、同じ LUN IDと HLU IDがテナントのオンボーディング
時にプライマリサイトとセカンダリサイトに予約されます。

◦ MSPの DRテナントのオンボーディング- VNX：このワークフローを使用して、
MSP組織を対象とした DRサポートを備えたテナントを VNXストレージデバイ
スにオンボードします。

◦テナントオンボーディング -データストアクラスタ作成 -VNX：このワークフロー
を使用して、テナントのデータストアクラスタを作成します。
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◦ UCSMのブレードの予約：このワークフローを使用して、Cisco UCS Managerの
ハーフ幅またはフル幅のブレードをテナントに予約します。

◦テナントオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、VNXストレージデ
バイスにユーザグループのテナントをオンボーディングします。

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。

◦ RPサポートを備えたDRクラスタ：このワークフローを使用して、RPサポートを
備えたデータクラスタのレプリカをテナントに作成します。

クラスタ情報に加えて、RP関連情報である RPアカウント ID、RPクラスタ ID、
およびテナント CG IDを指定します。テナントを更新する場合は、プライマリお
よびセカンダリのコンシステンシグループ（CG）コピーの IDを指定します。

ディザスタリカバリ（DR）サポートを備えたテナントのフェールオーバーシナリ
オに対応するため、プライマリサイトとセカンダリサイトに同じ LUN IDとホス
ト LUN（HLU）IDが必要です。選択した VNXアカウントと VMwareホストの可
用性に基づいて、同じ LUN IDと HLU IDがテナントのオンボーディング時にプラ
イマリサイトとセカンダリサイトに予約されます。

◦ MSPの DRテナントのオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、
MSP組織を対象とした DRサポートを備えたテナントを VNXストレージデバイ
スにオンボードします。

◦ UCSMのブレードの予約：このワークフローを使用して、Cisco UCS Managerの
ハーフ幅またはフル幅のブレードをテナントに予約します。

•テナントの更新：

◦テナントの更新 -データストアクラスタ作成 - VNX：このワークフローを使用して、テ
ナントデータストアクラスタに VNXデータストアを追加します。

◦テナントの更新 - VNX：このワークフローを使用して、メモリ、CPU数、VDC数、フ
ル幅およびハーフ幅のブレード数など、テナントの物理リソースと仮想リソースを更新

します。

◦ DRテナントの更新 - VNX：このワークフローを使用して、メモリ、CPU数、VDC数、
フル幅およびハーフ幅のブレード数、物理サーバの予約領域など、テナントの物理リ

ソースと仮想リソースを更新します。

•プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング：このワークフローを使用
して、1つ以上のプライベートネットワークを備えたテナントをオンボーディングします。
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•既存のリソースを備えたテナント vPODの更新：このワークフローを使用して、テナントの
複数のデータストアおよび複数のデータストアクラスタを備えた vPODの情報を更新しま
す。更新するテナントと、そのテナントがオンボーディングされている提供サービスを選択

します。データストアとデータストアクラスタは、テナントのオンボーディング中に選択さ

れた、VMware汎用クラスタに含まれている必要があります。

例：VNX テナントのオンボーディング
ここでは、ユーザインターフェイスを使用した、マネージドサービスプロバイダー（MSP）組
織の VNXストレージデバイスへのテナントのオンボーディングに関わるプロセスについて、手
順を追って説明します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

•物理ストレージ：EMC VNX Unified

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加を参照してくださ
い。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集を参照してください。

VNXテナントのオンボーディング用に定義する環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

•仮想ストレージ：なし。

•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。
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Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DV Switch：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。この DV Switch
は、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理コンピューティング

• Service Profile Template for Full Width blade：この環境変数は、VNXテナントのオンボーディング
に使用されます。サービスプロファイルテンプレートは、サービスプロファイルの作成に使用

されます。サービスプロファイルが作成されると、このサービスプロファイルで、サービスプ

ロファイルテンプレートに関連付けられたサーバプールから空きサーバが選択されます。

• Service Profile Template for Half Width blade：この環境変数は、VNXテナントのオンボーディン
グに使用されます。サービスプロファイルテンプレートは、サービスプロファイルの作成に使

用されます。サービスプロファイルが作成されると、このサービスプロファイルで、サービス

プロファイルテンプレートに関連付けられたサーバプールから空きサーバが選択されます。

•物理ストレージ

◦ SPポート：物理ストレージアカウント用のストレージプロセッサ（SP）ポート。

テナントのオンボーディングでディザスタリカバリのサポートが有効になっている場合は、次の環

境変数を物理ストレージに定義します。

•デフォルトのリカバリポイント：VNXアカウントに接続されたリカバリポイント。

•リカバリポイントのクラスタ ID：接続された VNXアカウントへのリカバリポイントの ID。

•物理ネットワーク

• DPC静的パス 1：最初の Direct Port Channel（DPC）の静的パス。

• DPC静的パス 2：2番目の DPCの静的パス。

• L2 Physical Domain：レイヤ 2の物理ドメイン。

レイヤ 2設定でテナントをオンボードするには、DPC静的パスおよび L2物理ドメインの
値を設定します。

（注）

ステップ 5 提供サービスを追加し、それぞれのリソースタイプのサービスクラスを定義します（物理コンピューティ

ング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネットワー

ク）。この提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加についての詳細

は、提供サービスの追加を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
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す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加を参照してくだ

さい。

ステップ 7 Cisco UCS Directorのサービスプロバイダー機能を次のように有効にします。
a) メニューバーで、[管理（Administration）]> [システム（System）]> [サービスプロバイダー機能（Service

Provider Feature）]を選択します。
b) [サービスプロバイダー機能の有効化（システムの再起動が必要）（Enable Service Provider Feature

(Requires System Restart)）]チェックボックスをオンにします。第 1レベルと第 2レベルの組織名が表
示されます。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 サービスを再起動して、サービスプロバイダーを有効にします。

ステップ 9 MSPを備えたテナントオンボーディングワークフローを検証し、検証失敗状態から有効状態にワークフ
ローを移行します。

ステップ 10 VNXテナントオンボーディングのワークフローを編集し、次のように必要な入力値を入力します。
a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [VNXストレージテナントの
使用例（VNX Storage Tenant Usecases）]を選択します。

c) MSPによるテナントオンボーディング - VNXワークフローを選択し、[ワークフローの編集（Edit
Workflow）]をクリックします。

d) [ワークフローの詳細の編集（Edit Workflow Details）]画面で、必要な変更を行います。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [ユーザ入力の編集（Edit User Inputs）]画面で、次の手順を実行します。

•データストアのサイズの制限、VMのオーバーサブスクリプション、CPUの予約、最大サブネッ
ト数、VDCごとの最大階層数の値を設定します。たとえば、次のように値を設定することができ
ます。

◦データストアのサイズ制限（GB）：75 GB

◦ VMオーバーサブスクリプション：5

◦ CPU予約（MHz）：2000

◦サブネットの最大数：32

◦ VDCごとの最大階層数：8

g) [次へ（Next）]をクリックします。
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h) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 11 VNXテナントオンボーディングのワークフローを選択し、[ワークフローの検証（Validate Workflow）]
をクリックしてワークフローを検証します。

ステップ 12 VNXテナントオンボーディングのワークフローをダブルクリックします。

ステップ 13 [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]ダイアログボックスで、[ワークフロープロパティの編集
（Edit Workflow Properties）]をクリックしてタスクを表示し、必要に応じてこのワークフローのタスク入
力マッピングに使用するユーザ入力を編集します。

ステップ 14 （任意） 次のように、テナントのオンボーディングに対し詳細なタイプのカタログを追加し、カタログ

を公開します。

a) メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストで、[詳細（Advanced）]を選択します。
d) [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログボックスで、カタログの基本情報を入力します。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [vAppワークフロー（vApp Workflow）]画面で、[選択（Select）]をクリックし、VNXテナントオン
ボーディングのワークフローを選択します。

g) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 15 次のいずれかの方法でテナントをオンボーディングします。

• MSPテナントのオンボーディング - VNXワークフローを実行する

1 [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー
（Workflow）]タブをクリックします。

2 [APICの使用例（APIC Usecases）] > [テナントの使用例（Tenant Usecases）]を選択します。

3 [MSPテナントのオンボーディング - VNX（Tenant Onboarding with MSP - VNX）]ワークフローを
選択し、[今すぐ実行（Execute Now）]をクリックします。

4 [ワークフローの実行：MSPテナントのオンボーディング - VNX（Executing Workflow: Tenant
Onboarding with MSP - VNX）]画面で、以下のフィールドに入力します。

説明フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 6で
追加したテナントプロファイルを選択します。

[テナントプロファイル（Tenant Profile）]
フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 5で
追加した提供サービスを選択します。

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントの名前。[テナント名（Tenant Name）]フィールド

テナントの説明。[テナントの説明（Tenant Description）]フィー
ルド
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説明フィールド

テナントにアクセスできるMSPユーザ名。[MSP管理者のユーザ名（MSP Admin
Username）]フィールド

テナントにアクセスするためのパスワード。[MSP管理者のパスワード（MSP Admin
Password）]フィールド

テナントにアクセスできるMSPの電子メール
アドレス。

[MSP管理者の電子メール（MSPAdminEmail）]
フィールド

テナントのデータストアのサイズ（GB単位）。[データストアサイズ（GB）（Datastore Size
(GB)）]フィールド

テナントに対して予約されるメモリの最大量

（MB単位）。
[メモリ予約（MB）（Memory Reservation
(MB)）]フィールド

テナントに必要な CPUの数[CPUの数（No of CPU）]フィールド

テナントに必要な仮想データセンター（VDC）
の数。

VDCの数は、アプリケーションコン
テナの階層ごとに（テナントオン

ボーディング中に）指定されるスー

パーネットのサブネット規模を決定

します。

（注）

[VDCの数（No of VDCs）]フィールド

テナントに必要なハーフ幅のブレードの数[ハーフ幅のブレードの数（No of Half Width
Blades）]フィールド

テナントに必要なフル幅のブレードの数[フル幅のブレードの数（No of Full Width
Blades）]フィールド

デフォルトでは、[いいえ（No）]が表示されま
す。[はい（Yes）]を選択した場合は、[MSPの
DRテナントのオンボーディング - VNX（DR
Tenant Onboarding with MSP - VNX）]ワークフ
ローが呼び出されます。DRサポートを備えた
テナントが、VNXストレージデバイスのMSP
組織にオンボードされます。

[複製が必要（Replication Required）]ドロップ
ダウンリスト
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説明フィールド

テナントオンボーディング時に、次のいずれか

を選択して、レイヤ 2アウトまたはレイヤ 3ア
ウトの設定を行います。

• [なし（None）]：テナント用の標準のネッ
トワーク設定を使用します。

• [L2アウト（L2 out）]：テナントに対して
レイヤ 2アウトを設定します。

• [L3アウト（L3 out）]：テナントに対して
レイヤ 3アウトを設定します。

[L2または L3外部ネットワーク設定（L2 Or L3
External Network Configuration）]ドロップダウ
ンリスト

レイヤ 2ポートに割り当てられる VLAN ID。[L2 VLAN ID]フィールド

レイヤ 2ポートに対する IPアドレスの割り当
て元の IPサブネットプール。

[L2 IPサブネット（x.x.x.x/n）（L2 IP Subnet
(x.x.x.x/n)）]フィールド

テナントに対する IPアドレスの割り当て元の
IPサブネットプール。

[テナント IPサブネット（x.x.x.x/n）（Tenant IP
Subnet (x.x.x.x/n)）]フィールド

テナント内の階層間で IPアドレスを共有する
には、このチェックボックスをオンにします。

[共有 IPサブネットの作成（Create Shared IP
Subnet Pool）]チェックボックス

[選択（Select）]をクリックし、テナントへの
プライベート IPアドレスの割り当て元とする
サブネットプールポリシーを選択します。

[プライベート IPサブネットプールポリシー
（Private IP Subnet Pool Policy）]フィールド
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説明フィールド

次のいずれかを実行します。

• [テナントリソースの使用（Use Tenant
Resources）]：テナント用に割り当てられ
たリソースを使用します。

• [既存のリソースの使用（Use Existing
Resources）]：vCenterで使用可能な共通の
リソースを使用します。

• [新しいリソースのプロビジョニング
（ProvisionNewResources）]：[データスト
アのサイズ（GB）（ND用）（Datastore
Size (GB) (For ND)）]、[CPUの数（ND
用）（No of CPU (For ND)）]、および [メ
モリ予約（MB）（ND用）（Memory
Reservation (MB) (For ND)）]の各フィール
ドを入力して、新しいリソースを定義しま

す。

[ネットワークデバイス（ND）用のリソースの
選択（Resource Selection For Network Device
(ND)）]ドロップダウンリスト

次のフィールドには、[ネットワークデバイス（ND）のリソース選択（Resource Selection For
NetworkDevice (ND)）] ドロップダウンリストで [新しいリソースのプロビジョニング（Provision
New Resources）]が選択されている場合にのみ入力してください。

ネットワークデバイスに対して割り当てること

ができるデータストアの最大サイズ（GB単
位）。

[データストアサイズ（GB）（ND用）
（Datastore Size (GB) (For ND)）]フィールド

ネットワークデバイスに割り当てる CPUの最
大数。

[CPUの数（ND用）（No of CPU (For ND)）]
フィールド

ネットワークデバイスに対するメモリ予約の最

大サイズ（MB単位）。
[メモリ予約（MB）（ND用）（Memory
Reservation (MB) (For ND)）]フィールド

コンテナ VMのプロビジョニング中、Cisco UCS Directorではテナントのリソースプー
ルおよびデータストアが使用されます。ネットワークに関連付けられた VMのプロビ
ジョニング中、Cisco UCS Directorではネットワークデバイスのリソースプールおよび
データストアが使用されます。

（注）

5 [送信（Submit）]をクリックします。

•サービスリクエストを作成します。

Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
13

テナントの管理

例：VNX テナントのオンボーディング



メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

1

2 [サービスリクエスト（Service Requests）]タブをクリックします。

3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

4 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]ダイアログボックスで、[グループ
（Group）]、[カタログタイプ（詳細）（CatalogType (Advanced)）]、および [カタログ（Catalog）]
（ステップ 14で作成）を選択します。

5 [次へ（Next）]をクリックします。

6 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、カスタムワークフローの入力値を入力しま
す。

• [複製が必要（Replication Required）]ドロップダウンリストから [はい（Yes）]を選択して、
[MSPの DRテナントのオンボーディング - VNX（DR Tenant Onboarding with MSP - VNX）]
ワークフローを呼び出します。DRサポートを備えたテナントが、VNXストレージデバイス
のMSP組織にオンボードされます。

• IPサブネットプールに IP範囲を指定します。各コンテナが IPサブネットプールから一意の
サブネットアドレスを取得します。デフォルトでは、IPアドレスのオーバラップは許可され
ていません。階層に対して IPアドレスのオーバーラップを有効にするには、[共有 IPサブ
ネットプールの作成（Create Shared IP Subnet Pool）]チェックボックスをオンにします。

7 サービスリクエストの概要を確認します。

8 [送信（Submit）]をクリックします。

• userAPISubmitVAppServiceRequest REST API.を使用します。

1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択しま
す。

2 [REST APIブラウザ（REST API Browser）] タブをクリックします。

3 [REST APIブラウザ（Rest API Browser）]タブの右上隅にある [検索（Search）]フィールドに
userAPISubmitVAppServiceRequestと入力します。

4 [userAPISubmitVAppServiceRequest]をダブルクリックします。REST APIブラウザに次のタブが表
示されます。[APIの例（API Examples）]、[詳細（Details）]、[概要（Summary）]

5 [APIの例（API Examples）]タブで、[URLの生成（Generate URL）]をクリックします。

6 param0変数で、カタログ名を渡します。

7 param1変数で、テナント名、テナントの説明、MSP管理者の詳細、データストアのサイズ、メモ
リ予約、CPUの数、VDCの数、ハーフ幅ブレードの数、フル幅ブレードの数、L2またはL3外部
ネットワークの設定、L2 VLAN ID、L2 IPサブネット、および必要なレプリケーションなどのテ
ナントの詳細を渡します。
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レイヤ2設定がないテナントのオンボーディングの場合は、次の変数の値として何も渡
しません。L2または L3外部ネットワークの設定、L2 VLAN ID、および L2 IPサブネッ
ト。

（注）

8 [REST APIの実行（Execute REST API）]をクリックします。REST APIブラウザの [応答
（Response）]フィールドにサービスリクエスト IDが表示されます。

9 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。[サービスリク
エスト（Service Request）]タブで、サービスリクエストを選択し、[詳細の表示（View Details）]
をクリックして、サービスリクエストのワークフローステータスとログの詳細を表示します。

例：Flexpod ACI – テナントインフラストラクチャの設定
ここでは、Flexpod ACI –テナントインフラストラクチャ設定のワークフローを使用した NetApp
ストレージへのテナントのオンボーディングに関わるプロセスについて手順を追って説明します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

•物理ストレージ：NetAppクラスタモード

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加を参照してくださ
い。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集を参照してください。

NetAppテナントのオンボーディング用に定義する環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

•仮想ストレージ：なし。
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•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。

Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DVスイッチ：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。このDVスイッ
チは、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理コンピューティング

• UCS用の物理ドメイン：この環境変数はベアメタルプロビジョニングに使用されます。Cisco
UCSの物理ドメイン。

• VLANプール：アカウントに VLAN IDを割り当てる VLANプール。

•物理ストレージ

◦ NetApp用の物理ドメイン：NetAppアカウントをAPICに接続するために使用される物理ドメイ
ン。

◦ VLANプール：クラスタ vServerの作成に使用される VLANプール。

◦ SPポート：この環境変数は VNXタイプアカウントに使用されます。物理ストレージアカウン
トのストレージプロセッサ（SP）ポート。

◦ NFS Vlanプール：この環境変数はVLANプールを定義するために使用されます。個々のVLAN
はその後プールから物理ストレージアカウントに動的に割り当てられます。

◦ SVM mgmt Vlanプール：ストレージ仮想マシン（SVM）の管理用の VLANプール

◦ iSCSI_A VLANプール：VLANを iSCSI_A VLANとして選択する VLANプール。

◦ iSCSI_B VLANプール：VLANを iSCSI_B VLANとして選択する VLANプール。

◦ノード 1用の APIC vPC静的パス：ノード 1用の仮想ポートチャネル（vPC）の静的パス。

◦ノード 2用の APIC vPC静的パス：ノード 2用の仮想ポートチャネル（vPC）の静的パス。

◦ NFS IPサブネットプールポリシー：NFSのサブネット IPプールポリシー。

◦ iSCSI_A IPサブネットプールポリシー：最初の iSCSI VLANに使用する IPサブネットプール
ポリシー。

◦ iSCSI_B IPサブネットプールポリシー：2番目の iSCSI VLANに使用する IPサブネットプール
ポリシー。
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◦ SVM mgmt IPサブネットプールポリシー：SVM管理用のサブネット IPプールポリシー。

◦ VMNet IPサブネットプールポリシー：VMネットワーク用のサブネット IPプールポリシー。

◦ノード 1用のAPIC Vlan Pool：ノード 1の VLAN IDの割り当て元となる APIC VLANプール。

◦ノード 2用APIC Vlan Pool：ノード 2の VLAN IDの割り当て元となる APIC VLANプール。

◦クラスタノード 1 ID：最初の NetApp Cモードアカウントノードの ID。

◦クラスタノード 2 ID：2番目の NetApp Cモードアカウントノードの ID。

•物理ネットワーク

• IP Pool：NetAppデータストアとホスト vmkernel間の IPアドレスを割り当てるために使用され
る IPプール。

• DPC静的パス 2：2番目の DPCの静的パス。

• L2物理ドメイン：レイヤ 2の物理ドメイン。

レイヤ 2設定でテナントをオンボードするには、DPC静的パスおよび L2物理ドメインの
値を設定します。

（注）

ステップ 5 提供サービスを追加し、それぞれのリソースタイプのサービスクラスを定義します（物理コンピューティ

ング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネットワー

ク）。提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加についての詳細は、

提供サービスの追加を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加を参照してくだ

さい。

ステップ 7 Flexpod ACIの追加：テナントインフラストラクチャ設定のワークフロー。必須入力値を次のように入力
します。

a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APICの使用例（APIC Usecases）] > [NetAppストレージテナントの使用例（NetApp Storage Tenant
Usecases）]を選択します。

c) [FlexpodACI：テナントインフラストラクチャの設定（FlexpodACI –Tenant InfrastructureConfiguration）]
を選択し、[ワークフローの編集（Edit Workflow）]をクリックします。

d) [ワークフローの詳細の編集（Edit Workflow Details）]画面で、必要な変更を行います。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [ユーザ入力の編集（Edit User Inputs）]画面で、必須パラメータの値を設定します。

• VMのオーバーサブスクリプション、CPUの予約、最大サブネット数、VDCごとの最大階層数の
値を設定します。たとえば、次のように値を設定することができます。

◦サブネットの最大数：32
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◦ VDCごとの最大階層数：8

◦ VMオーバーサブスクリプション：5

◦ CPU予約（MHz）：2000

g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 [Flexpod ACI：テナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure Configuration）]
ワークフローを選択し、[ワークフローの検証（Validate Workflow）]をクリックしてワークフローを検証
します。

ステップ 9 [Flexpod ACI –マルチテナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure
Configuration）]ワークフローをダブルクリックします。

ステップ 10 [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]ダイアログボックスで、[ワークフロープロパティの編集
（Edit Workflow Properties）]をクリックして、タスクを表示し、必要に応じてこのワークフローのタスク
入力マッピングに使用するユーザ入力を編集します。

ステップ 11 次のように、テナントのオンボーディングに対し詳細なタイプのカタログを追加し、カタログを公開しま
す。

a) メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストで、[詳細（Advanced）]を選択します。[送信
（Submit）]をクリックします。

d) [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログボックスで、カタログの基本情報を入力します。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [vAppワークフロー（vAppWorkflow）]画面で、[選択（Select）]をクリックし、[Flexpod ACI –マルチ
テナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure Configuration）]ワークフ
ローをダブルクリックします。

g) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 12 カタログを公開後、次のいずれかの方法でテナントをオンボードできます。

•サービスリクエストを作成します。

1 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

2 [サービスリクエスト（Service Requests）]タブをクリックします。

3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

4 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]ダイアログボックスで、[グループ
（Group）]、[カタログタイプ（Catalog Type）]（詳細）、および [カタログ（Catalog）]（ステッ
プステップ 11で作成されます）を選択します。

5 [次へ（Next）]をクリックします。
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6 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、カスタムワークフローの入力値を入力しま
す。IPサブネットプールに IP範囲を指定する必要があります。各コンテナが IPサブネットプー
ルから一意のサブネットアドレスを取得します。デフォルトでは、IPアドレスのオーバラップは
許可されていません。階層に対して IPアドレスのオーバーラップを有効にするには、[共有 IPサ
ブネットプールの作成（Create Shared IP Subnet Pool）]チェックボックスをオンにします。

7 サービスリクエストの概要を確認します。

8 [送信（Submit）]をクリックします。

• userAPISubmitVAppServiceRequest REST API.を使用します。

1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択しま
す。

2 [REST APIブラウザ（REST API Browser）] タブをクリックします。

3 [REST APIブラウザ（Rest API Browser）]タブの右上隅にある [検索（Search）]フィールドに
userAPISubmitVAppServiceRequestと入力します。

4 [userAPISubmitVAppServiceRequest]をダブルクリックします。REST APIブラウザに次のタブが表
示されます。[APIの例（API Examples）]、[詳細（Details）]、[概要（Summary）]

5 [APIの例（API Examples）]タブで、[URLの生成（Generate URL）]をクリックします。

6 param0変数で、カタログ名を渡します。

7 param1変数では、テナントの名前、テナントの説明、テナントプロファイル、テナントの提供
サービス、テナントの連絡先電子メールアドレス、テナント SVM管理者のパスワード、データ
ストアの容量、データストアの容量単位、データストアストレージのスナップショットポリシー、

SVMルートボリュームロードシェアリング（LS）SnapMirrorスケジュール、メモリ予約（MB
単位）、CPUの数、VDCの数、L2または L3の外部ネットワーク設定、L2 VLAN ID、L2 IPサブ
ネットアドレスなどのテナントの詳細情報を渡します。

8 [REST APIの実行（Execute REST API）]をクリックします。REST APIブラウザの [応答
（Response）]フィールドにサービスリクエスト IDが表示されます。

9 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。[サービスリク
エスト（Service Request）]タブで、サービスリクエストを選択し、[詳細の表示（View Details）]
をクリックして、サービスリクエストのワークフローステータスとログの詳細を表示します。

例：プライベートネットワークを備えたテナントオンボーディング

このワークフローでは、APICアカウントと VMwareアカウントのみを使用してテナントをオン
ボードします。ここでは、APICアカウントとVMwareアカウントを使用した、複数のプライベー
トネットワークを備えたテナントのオンボーディングに関わる手順を順を追って説明します。
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この例では、ワンアームモードの VPXインスタンスのある SDXを使用して検証します。（注）

はじめる前に

• VMwareクラスタ、データストアクラスタ、およびデータストアに対して適切なタグが作成
されていることを確認します。また、これらのタグが、仮想コンピューティングおよび仮想

ストレージで、VMwareクラスタ、データストアクラスタ、およびデータストアの手動での
タグ付けに使用されていることを確認します。

• ESXiクラスタおよびホストが定義されていることを確認します。

•データストアおよびデータストアクラスタが定義されていることを確認します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加を参照してくださ
い。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集を参照してください。

テナントのオンボーディング用に定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

◦ IPサブネットプールポリシー：この環境変数は、コンテナのプロビジョニングに使用されま
す。APICコンテナは Cisco UCS Directorで定義された IPサブネットプールポリシーを使用し
ます。コンテナ内部の階層ごとに、IPサブネットプールポリシーからの固有のサブネットア
ドレスが割り当てられます。

•仮想ストレージ：なし。

•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
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に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。

Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DVスイッチ：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。このDVスイッ
チは、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理ネットワーク

• L3ドメイン：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。
APICアカウントのレイヤ 3ドメイン。

• Path 1 to L3Out：ACIリーフから外部ルータへの最初の中継パス。

• Path 2 to L3Out：ACIリーフから外部ルータへの 2番目の中継パス。

• L3 Vlanプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されま
す。ルータと Nexus間の通信で使用する VLAN IDを取得するために使用されるプール。

•ルータ IPプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されま
す。外部レイヤ 3ネットワークのルータにルータ IDを設定するための IPプールです。

• SVIIPプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。
APICリーフのスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を設定するためのサブネット。

•ノード：この環境変数は、中継 EPGを作成するために使用されます。APICアカウントのリー
フノード。

• SVIパス：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。外
部レイヤ 3ネットワークのルータに APICを接続するインターフェイス。

• L2物理ドメイン：この環境変数は、中継EPGを作成するために使用されます。レイヤ 2の物理
ドメイン。

• L2中継 Vlanプール：この環境変数は、中継 EPGを作成するために使用されます。中継 EPGの
VLAN IDを取得するために使用されるプール。

• LBクラスタ IPプール：ロードバランサデバイスのクラスタ管理 IPアドレスを提供するための
IPプール。

ステップ 5 提供サービスを追加します。提供サービスの追加時に、[必須サービスクラス要件のオーバーライド（Override
Mandatory ServiceClassRequirement）]チェックボックスをオンにし、各リソースタイプ（物理ネットワー
ク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、および仮想ネットワーク）それぞれにサービスクラスを
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定義します。この提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加について

の詳細は、提供サービスの追加を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加を参照してくだ

さい。

ステップ 7 複数のプライベートネットワークを使用するテナントのオンボーディングを行うには、次のようにして、

テナントのオンボーディングワークフローを実行します。

a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APICの使用例（APIC Usecases）] > [テナントの使用例（Tenant Usecases）]を選択します。
c) [プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング（Tenant Onboarding with Private

Network(s)）]ワークフローを選択し、[今すぐ実行（Execute Now）]をクリックします。
d) [ワークフローの実行：プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング（Executing

Workflow: Tenant Onboarding with Private Network(s)）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 6で追加
したテナントプロファイルを選択します。

[テナントプロファイル（Tenant Profile）]フィー
ルド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 5で追加
した提供サービスを選択します。

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントの名前。[テナント名（Tenant Name）]フィールド

テナントの説明。[テナントの説明（Tenant Description）]フィール
ド

テナントにアクセスできるグループ管理者のユー

ザ名。

[グループ管理者のユーザ名（Group Admin
Username）]フィールド

テナントにアクセスするためのパスワード。[グループ管理者のパスワード（Group Admin
Password）]フィールド

テナントにアクセスできるグループ管理者の電子

メールアドレス。

[グループ管理者の電子メール（Group Admin
Email）]フィールド

テナントに必要な仮想データセンター（VDC）の
数。

VDCの数は、アプリケーションコンテ
ナの階層ごとに（テナントオンボーディ

ング中に）指定されるスーパーネットの

サブネット規模を決定します。

（注）

[VDCの数（No of VDCs）]フィールド
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにして、選択した汎

用のVMwareクラスタに応じたデータストアおよ
びデータストアクラスタを選択します。

[データストアの自動選択（Automatic Datastore
Selection）]チェックボックス

[選択（Select）] をクリックし、リソースグルー
プで使用可能な VMwareアカウントに応じた
VMware ESXiクラスタを選択します。

[VMWare ESXiクラスタ（VMWare ESXi Cluster）]
フィールド

このフィールドは、[データストアの自動選択
（Automatic Datastore Selection）]チェックボック
スがオンになっている場合はオプションです。[選
択（Select）] をクリックし、選択されたVMware
ESXiクラスタから、適合するデータストアがある
VMwareデータストアクラスタを 1つ、または複
数選択します。選択されたデータストアクラスタ

は vPODに追加されます。

[VMWareデータストアクラスタ（VMWare
Datastore Cluster）]フィールド

このフィールドは、[データストアの自動選択
（Automatic Datastore Selection）]チェックボック
スがオンになっている場合はオプションです。[選
択（Select）]をクリックして、アプリケーション
階層のタグの値のマッピングおよびオンボーディ

ング中のデータストアサイズの要件に応じて、選

択された VMware ESXiクラスタから 1つまたは
複数のVMwareデータストアを選択します。選択
されたデータストアは vPODに追加されます。

[VMWareデータストア（VMWare Datastores）]
フィールド

ネットワーク、ルータ、およびリンクの論理的な

集合であるエリアの IDで、ネットワーク、ルー
タ、およびリンクのエリア IDはすべて同じにな
ります。

[エリア ID（Area ID）]フィールド
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説明フィールド

[追加（Add）]アイコンをクリックし、プライベー
トネットワークをテナントに追加します。[エン
トリの追加先（Add Entry to）]ダイアログボック
スで、次のフィールドに入力します。

• [プライベートネットワーク（Private
Network）]：プライベートネットワークの名
前。

• [サブネット（Subnets）]：コンテナの導入時
にロードバランサの設定に使用されたサブ

ネットワークのプール。少なくとも、2つの
サブネットワークをロードバランサ設定に

定義する必要があります。たとえば、ロード

バランサ 1のサブネットワークは 10.1.1.0/24
に、ロードバランサ2のサブネットワークは
10.1.2.0/24にします。

• [スーパーネット（Supernets）]：階層のスー
パーネットワーク。階層 1、階層 2、および
階層 3のスーパーネットワークを追加しま
す。たとえば、階層1のスーパーネットワー
クを 10.1.3.0/24に、階層 2のスーパーネット
ワークを 10.1.4.0/24に、階層 3のスーパー
ネットワークを 10.1.5.0/24にします。

• [送信（Submit）]をクリックします。

[プライベートネットワークプロファイル（Private
Network Profile）]フィールド

e) [送信（Submit）]をクリックします。
container-tierタグマッピングによって当該のリソースが使用できない場合、コンテナのプロ
ビジョニングは失敗します。

（注）

Cisco UCS Directorテナントのオフボーディング

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。

ステップ 3 テナントプロファイルを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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テナントプロファイルを使用してオンボードされたテナントが表示されます。

ステップ 4 オフボードするテナントを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 [テナント（Tenant）]ダイアログボックスで、[削除（Delete）]をクリックしてテナントの削除を確認しま
す。

テナントに関連して作成されたサービスリクエストがロールバックされます。

または、[テナント（Tenant）]タブ（[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource
Groups）]）からテナントを削除できます。[テナント（Tenant）]タブで、テナントを選択し、
[削除（Delete）]をクリックします。

（注）

テナントがコンテナに関連付けられている場合は、エラーメッセージが表示されます。サービスリクエ

ストをロールバックして、テナントに関連付けられたリソースとコンテナを完全にクリーンアップしま

す。サービスリクエストをロールバックするには、[アーカイブ（Archive）]アクション（[組織
（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]）を使用するか、userAPIRollbackWorkflow
APIを使用します。
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